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産 婦 人 科 領 域 に お け るCefaclorの 使 用 経 験

伊 藤 正 尚 ・土 居 荘 之 介 ・藤 本 昭 ・杉 本 修

大阪医科大学 産婦 人科教室

辻 井 清 重

北摂病院 産婦人科

新 しい経口用Cephalosporin系 抗生物質Cefaclor(CCL)を 産婦人科領域の尿路感染症11例 お

よび性器感染症7例 に使用 し,本 剤 の臨床効果 と副 作用について検 討し以下の成績 を得 た。

本剤の投与方法は,1回250mg,1日3回8時 間毎,4～14日 間投与 した°

本剤の臨床効果 は,急 性 膀胱炎11例 では,著 効6例,有 効5例 であった。子宮付属 器炎4例

では有効3例,無 効1例,子 宮内膜炎2例 は共に有効,骨 盤腹膜炎1例 は無効であった。全症 例

に対するCCLの 有効率は88.9%で,満 足すべき成績 を得た。

細菌学 的な効果 は,急 性膀胱炎11例 では,E.oli6例 中消失5例,不 明1例,S.epidermidis

2例 中消失1例,不 明1例,P.mirabilis,Enterococcus,Alealigenes faecalisの 各1例 はすべて

消失した。性器感染症の分離菌 は,検 索できず細菌学的には検討で きなか った。

副作用について は,1例 に嘔気を認あた以外,重 篤な副 作用 もな く,ま た,血 液検査,肝 機能検査

および腎機能検査 などに,CCLに よると思 われ る異常値 は,特 に認めなか った。

序 文

Cefaclor(CCL)は,米 国Eli Lilly社 で開発 され た新 しい

経口用cephalosporin系 抗生物質で ある。CCLはCephalexin

(CEX)に 非常に類 似した化学構造式を有 し,Fig.1に 示 すよ

うにcephalosporin核 の3位 の位置 に直接 クロール原子 の付 い

ているのが,従 来のcephalosporin剤 と異 に して いる。

本剤は,グ ラム陽性菌及 びグラム陰性菌 に強 い抗菌 力を示 し,

特にK.pneumoniae,P.mirabilis,H.influenzaeに 対 し

て,CEXよ りかな り優れた抗菌 力を有 してい る。1》またCCL

はCEXに 比較 して極あて強い殺菌作用を示す とされてい る。?}

今回,わ れわれは,シ オノギ製薬 よりCCLの 提供を受け,

産婦人科領域の尿路感染症および,性 器感染症 にCCLを 使用

し,そ の臨床効果と副作用 について検討 した ので,そ の成績を

報告する。

材 料 と 方 法

対象は昭和53年4月 か ら10月 まで,大 阪 医科 大

学産婦人科 およ び北摂 病 院 産 婦 人 科 の 外来 お よび 入 院 中

における急性 膀胱 炎11例 ,子 宮 付 属 器 炎4例,子 宮

内膜炎2例,骨 盤腹膜炎1例 の合計18例 に投与 し

た。年令 は22～62才 である。

投 与方法 は,1回1カ プセル(250mg力 価含有)を

1日3回,原 則 として8時 間毎,4～14日 間投与 し

た。

臨床効果は,自 他覚症状の改善度によ り,次 の ように

3段 階で判定 した。

著効:主 要 自他覚症状が3～4日 以内で正 常化 した も

の。

有効:主 要 自他覚症状が5日 以内に改善傾 向を示 し,

その後正常化 したもの。

無効:主 要 自他覚症状が7日 以内に 全 く改善 しなか

った もの。

成 績

CCL投 与18例 の臨床成績 をTable1～3に 示 した。

急性 単純性膀胱炎11例 には本剤250mgを1日3回

4～12日 間投与 した(Table1)。 性 器感性症7例(Ta-

ble2)に は,本 剤250mgを1日3回7～14日 間投

Fig. l Chemical structures of cefaclor and cephalexin
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Table 4 Clinical effects of cefaclor

与した。

急性膀胱炎11例 に対す る臨床効果 は,著 効6例,

有効5例 で,全 例とも 有効 以上 の 良好な 成績 をみ た

(Table4)。

性器感染症では,起 炎菌の検出が困難のため,主 に臨

床症状の改善度によ り効果を判定 した。子宮付属器炎4

例中,有 効3例,無 効1例,子 宮内膜炎2例 は,と

もに有効,骨 盤腹膜炎1例 は無効であった。すなわち,

性器感染症7例 に対する臨床効果は有効5例,無 効2

例で,有 効率71.4%で あった。全症例 に対す る本剤 の

有効率は,88.9%で 満足すべ き成績を得た(Table4)。

さらに,本 剤投与前後の 分離菌の 推 移を 検討 してみる

と,急性膀胱炎11例 では,E.coli6例 中消失5例,

不明1例,S.epidermidis2例 中消失1例,不 明1

例,P.mirabilis,Enterecoccus,Alcaligenes faecaliSの

各1例 はともに消失 した。 急性膀胱炎11例 の うち不

明2例 を除いて,す べて菌 は 消失 し,本 剤によ る優 れ

た除菌効果を認めた。

性器感染症では,起 炎菌の検 出ができなか ったため,

除菌効果は不明であ った。

副作用については,18例 中1例 のみに嘔気を認めた

が,毎 食後に内服 させたところ,訴 えは消失 し,本 剤の

継続投与が可能であ った。本剤投 与前後に血液一般,肝

機能検査,腎 機能検査などので きた症例 では,特 に本剤

によると思われる異常値 は認めなか った(Table3)。

考 察

経口用cephalosporin系 抗生物質 として,CEX,Ce-

phaloglycin(CEG)お よびCefradine(CED)が,現 在

市販されてお り,わ れわれ は,主 として,外 来の産婦人

科感染症に使用している。

CCLは,CEXお よびCEDに 比較 してグ ラム陽性菌,

PSeudanonas ,Serratia,イ ンド―ル陽性 のProteus属 な

どを除いたグ ラム陰性桿菌に強い抗菌作用と殺菌作用を

有 している3)。

産婦人科領域感染症 における分離菌 は,Ecoliを 主

体 として,グ ラム陰性 桿菌が増加の傾向にあると報告さ

れてい る4)。

本剤が,特 にE.coli,Kpneumoniae.P.mirabilisな

どのグ ラム陰性桿菌に強い抗菌作用および,殺 菌作用を

示す ことは,産 婦人科感染症 に充分に適応 できると考 え

る。本剤の吸収排泄 はCEXと 同様,小 腸上部か ら速や

か に吸収 され,体 内で代謝されることな く,未 変化のま

ま,大 部分は尿中に排泄 される。 またCCLは,肝 腎毒

性 もCEXと 同等かむ しろ低 く,安 全性 の高い薬剤 とさ

れている2,5)。

今 回われわれは,急 性膀胱炎11例,子 宮付属器炎4

例,子 宮内膜炎2例,骨 盤腹膜炎1例 の合計18例 に

対 し,CCLを1回250mg,8時 間毎,4～14日 間投

与 した。

CCLの 臨床効果は,急 性膀胱炎11例 では,全 例 と

も有効以上の成績 を得 た。また性器感染症7例 では,

著効5例,無 効2例 で有効率 は71、4%で あった。 全

症例 に対す る有効率 は88.9%で,本 邦産婦人科領域感

染症の全国集計の有効率87.8%と ほぼ一致 していた2)。

細菌学的効果は,性 器感染症 では,起 炎菌の検索 はで

きず不明であ ったが,急 性膀胱 炎か ら検 出された起炎菌

では,不 明の2例 を除いて,全 て除菌効果 を認めた。

副作用 としては,1例 に嘔気 を認めた以外重篤な副作

用はな く,ま た本剤投与前後に実施 した臨床検査値 につ

いて も,特 に本剤に よると思 われる 異常値は認めなか

った。

以上のことか ら,本 剤のin vitroで の特長が,臨 床

的に も充分反映できたと考え る。

CCLは 特に,外 来を中心に,中 等症以下の産婦人科

領域感染症に対 し,充 分臨床効果が期待 でき.副 作用 も

少 ない薬剤であ ることを認めた。

なお,CCLの 提供,お よび分離菌の検 出に 際 し,御
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協力をいただいた シオノギ製薬に感謝いたします。

文 献

1) SANDERS, C. C: In vitro activity of cefaclor, a new

orally administered cephalosporin antibiotic. Antimicr.

Agents & Chemoth. 12(3): 442•`443, 1977

2) 第25回 日本化学療法学会東 日本支部総会, 新薬 シンポ ジ

ウム; Cefaclor: 1978(東 京)

3 ) SILVER, M. S.; G. W. COUNTS, D. ZELEZNIK & M. Tu-

RCK: Comparison of in vitro antibacterial activity of

three oral cephalosporin: cefaclor, cephalexin and cef-

radine. Antimicr. Agents & Chemoth. 12(5): 591•`

596, 1977

4) 高瀬善次郎: 産婦人科領域 にお けるグ ラム陰性桿菌感染症。

日本臨床35(3): 131～136, 1977

5) BILL, N. J & J. A. WASHINGTON II : Comparison of in

vitro activity of cephalexin, cefradine, and cefaclor .

Antimicr. Agents & Chemoth. 11(3): 470•`474, 1977

CLINICAL EVALUATION OF CEFACLOR ON URINARY TRACT

AND GENITAL TRACT INFECTIONS

MASANAO ITO, SONOSUKE DOI, AKIRA FUJIMOTO and OSAMU SUGIMOTO

Department of Obstetrics and Gynecology, Osaka Medical College

(Director: Prof. OSAMU SUGIMOTO)
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Eighteen patients suffering from acute cystitis and genital tract infections were treated with cefaclor

(CCL). CCL was administered orally in daily dose of 750 mg for 4-14 days.

Clinical results obtained were as follows. Of 11 patients with acute cystitis, excellent responses were

seen in 6 patients, good responses in 5. Of 4 patients with adnexitis, good responses were seen in 3 patients,

poor response in 1. 2 cases of endometritis had a good response but 1 case of pelvioperitoritis had no

good response. The overall efficacy rate was 88.9%. In the cases of cystitis, of 11 organisms, 9 (81.8%)

disappeared and 2 remained. On the other hand, in genital tract infections, we could not evaluate bacterio-

logically. As for side effects, nausea was observed in 1 patient. No signficant reaction was observed in

clinical laboratory findings of hemogram or in tests on renal and hepatitic functions.


